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〇 現行の「健康優良企業」認定制度は、平成27年12月からスタートしている。協会けんぽ東京支部加

入事業所のうち、被保険者1人以上の事業所が約40万事業所であるのに対し、宣言事業所数は

2,996事業所であり、0.7%しか健康企業宣言に至っていない。

〇 協会けんぽ東京支部の「銀の認定」事業所数を宣言事業所比で見ると32.6％であり、他の保険者団

体と比較して少ない。宣言事業所においても、取組の実施やその継続に苦労している状況である。実際

に、令和５年度に実施したアンケート結果では、「銀の認定取得レベルに達していない」「担当者の負担

が大きい」といった回答が多かった。

〇 また、現行の「健康優良企業」認定制度の取組項目は、「銀の認定」用と「金の認定」用で決められて

おり、事業所が取り組みたい項目を自由に選択することが出来ない。

【宣言事業所のステップごとの割合】

協会けんぽ東京支部 健保連東京連合会 国保組合東京協議会 全体（構成比率）

宣言
事業所数

2,996 4,097 76 7,169

銀の認定
事業所数

976
（宣言事業所比32.6％）

2,921
（宣言事業所比71.3％）

48
（宣言事業所比63.2％）

3,945
（55.0％）

金の認定
事業所数

40
（宣言事業所比1.3％）

151
（宣言事業所比3.7％）

0
（宣言事業所比0.0％）

191
（2.7％）

協会は令和７年３月末現在
他は令和６年９月末現在

１協会けんぽ東京支部加入事業所の約９割を占める10人以下の事業所においても、健康経営の取

組を始めやすく、継続しやすい設問や基準を検討する必要がある。

健康経営実践企業認定制度の導入にあたって



２.チャレンジ

取組・実践

課題の確認

１.宣言

申込
健康企業
宣言
申込用紙

健康企業宣言

健康企
業宣言
の証

自社の健康課題を把握し、取組の決定

申込用紙を協会けんぽへ提出
※銀の認定を目指す場合は
申込用紙で申し出が必要

協会けんぽから、宣言の証を送付

１年に１回、
取組の振り返り

東京支部より認定証の交付
ロゴマークあり

健康経営実践企業認定

実践企業
認定証

簡易的な実施結果確認シートで毎年、
認定月に振り返りを実施する。
（認定後は、取組内容について点数化
する必要がない）
認定証の更新なし

認定の振り返り

振り返りの結果60点を超え、
東京支部が実践を確認

銀の認定を目指す場合

STEP1
宣言の証

申込用紙で選択した項目を掲載

３.振り返り 銀の認定

宣言時に銀の認定を
目指しているかつ
振り返りの結果、80点
を超え、東京支部の審
査をクリア

東京支部より
認定証の交付

銀の認定
証

宣言時に銀の認定を目指さなかった場合で
取組の途中や、実践企業認定を受けた後に
銀の認定を目指す場合はSTEP1の宣言が必要

振り返りの結果、60点を超えない場合

宣言の証を掲示し、社内外へ情報を
発信することで健康づくりの取り組みスタート

実施結果確認シート
の提出

実施結果レポート
の提出

実践企業認定を受ける場合
実施結果確認シートで振り返り

銀の認定を目指す場合
実施結果レポートで振り返り

〇 事業所は、自社の健康課題を把握した上で、申込書（参考 6ページ）を使用して宣言いただく。具体

的な取組項目は、４ページに記載している。

〇 健康企業宣言事業所は、取組を実践いただくとともに、１年に１回振り返りを行っていただく。振り返り

のタイミングで「実施結果確認シート」を提出いただき、60点を超えた事業所に対して「健康経営実践企

業」として認定したい。

健康経営実践企業認定制度の概要

２

認定の振り返り・更新

１年に１回、認定月に取り組みの
振り返りを実施する
認定後2年に１度、認定月に更新

宣言時に銀の認定を目指したが振り返り
の結果、80点を超えなかったが、実施結
果確認シートで60点を超え、東京支部
が実践を確認

実施結果確認シート
の提出



健康経営実践企業認定 STEP１ 銀の認定

対象 約40万事業所 同左

応募用紙 実践企業認定用 実践企業認定に合わせて変更

宣言の証 実践企業認定用 STEP1 銀の認定用

★ 宣言の証更新 なし ２年

★ 宣言項目
必須4項目＋2分野から1つ以上選択＋自
由記載

必須5項目＋7分野から1つ以上選択

★ 認定基準 60点以上 80点以上

★ 認定項目
必須4項目＋選択4項目＋選択2項目＋
自由記載

必須12項目＋選択6項目

★ 提出資料 なし

あり
例えば、社内の健康づくり会議の議事録、ポ
スターの掲示日（社内へ周知したメール）や
血圧計の購入日の分かるものを添付

取組の振り返り １年ごとに実施 同左

認定証 実践企業認定用 銀の認定用

★ 認定証更新 なし ２年

ロゴマーク 実践企業認定用 （作成検討） 銀の認定用 ３

制度比較

〇 健康経営実践企業認定制度は、自社で実施可能な取組を実践できるとともに、健康企業宣言事

業所の事務負担の軽減を図っている。これまで健康経営の実践に躊躇していた事業所がチャレンジす
る動機付けにつながるとともに、継続する動機付けにもつながる。



４

実践企業認定制度の取組項目

〇 「法令順守」、「健診受診」、「特定保健指導の活用」及び「取組の検討・実行・振り返り」の実施を必須

項目としたい。

〇 加えて、「職場環境整備」や「従業員の心と体の健康づくり」に関する取組を選択項目としたい。

〇 それ以外にも、自社の健康課題の解決に向けた取組を自由に記載いただけるようにしたい。

取り組みできることを1つ以上選択してみましょう

① 健康づくりのための職場環境整備を行います

② 従業員の心と体の健康づくりに取り組みます

必ず取り組みましょう

☑ 法令を順守します（従業員の健康管理に関連する法令について重大な違反をしません）

☑ 健診を100％実施します

☑ 特定保健指導を活用します

☑ 自社の健康課題解決に向けた取組の検討、実行、振り返りを行います

自社の健康課題を踏まえ、独自で取り組んでみたいことを検討してみましょう



５

各取組項目の配点と審査内容

〇 実践企業の認定審査する際の配点及び審査内容は以下の表の通りとしたい。

合計点数 点

取組
分野

質問

できてい
る

概ねで
きている

できてい
ない

チェック内容
（点） （点） （点）

◆その他の取組
自社の健康課題を踏まえ、1か月以上継続して取り組んでいることがあれば記入してください。
※認定の評価に使用いたしますので、独自の健康づくりの取組等がありましたらご記入ください。

その他の
取組

具体的な取組内容 【基準：実施している：20点】

20 - 0 □ 実践（期間： ～ ）

４．従業員の心と体の健康づくり

選択
項目

（⑨⑩の
うち一つ
以上）

⑨食生活の改善、運動機会の増進、
受動喫煙防止対策や歯・口腔に関する
取組を行っていますか

【基準：☑3個以上10点、☑2個5点、☑1個以下0点】

10 5 0

□健康的な食生活や節度ある適度な飲酒に関する情
報提供

□体操・ストレッチの実施や歩数増加の勧奨等、運動機
会の増進の対策実施

□たばこの害に関する情報提供や、受動喫煙防止対策
の実施

□歯科健診の受診勧奨、歯・口腔に関する情報提供

□その他取組( )

⑩メンタルヘルス対策、良質な睡眠の推
進や感染症予防に関する取組を行って
いますか

【基準：☑3個以上10点、☑2個5点、☑1個以下0点】

10 5 0

□メンタルヘルスに関する情報提供や、相談窓口の設置

□良質な睡眠の推進に向けた情報提供

□手洗い・うがい等の励行や感染症の予防接種の勧奨

□その他取組( )

5．その他の取組（任意 ＋α加点）

取組
分野

質問

できてい
る

概ねで
きている

できてい
ない チェック内容

（点） （点） （点）

１．経営理念（経営者の自覚）と法令順守

必須
項目

①法令を順守していますか

【基準：☑３個10点、☑２個以下 不認定】

10

□健康宣言の掲示等による社内外への発信

□事業主自身の健診受診

□従業員の健康管理に関する法律についての重大な違
反なし

２．従業員の健康課題の把握と必要な対策の検討

必須
項目

②健診受診100％実施します

【基準：80％以上：10点、80％未満：不認定】

10
□受診率80％以上（生活習慣病予防健診または事業
者健診）
受診状況 人中 人受診

③特定保健指導を活用します

【基準：活用している・対象者なし：10点、活用していない：不認定】

10
□特定保健指導の活用

□特定保健指導対象者なし

④自社の健康課題の解決に向けた取
組の検討、実行、振り返りを行います

【基準：実施している：10点、実施していない：不認定】

10 - 0 □取組の検討・実行・振り返りの実施

３．健康づくりのための職場環境整備

選択
項目

（⑤⑥⑦
⑧のうち
一つ以
上）

⑤健康づくりの担当者を決めていますか

【基準：決めている：10点、決めていない：0点】

10 - 0
□担当者の取り決め
担当者氏名
（ ）

⑥健康づくりについて話し合える場や社
員への教育機会を設定していますか

【基準：☑2個以上10点、☑1個以上5点、☑０個0点】

10 5 0

□定期的に職場の健康づくりについて話し合いができる場
を設定

□研修会の開催

□その他取組
( )

⑦社員の健康課題の把握と情報提供
を行っていますか

【基準：実施している：10点、実施していない：0点】

10 - 0
□健診結果から再検査が必要と判断された該当者へ受
診勧奨の取組実施

⑧適切な働き方実現に向けた取組を
行っていますか

【基準：☑３個以上10点、☑1個以上5点、☑０個0点】

10 5 0

□有給休暇取得の促進
（法定５日取得の周知は除く）

□定時退社日の設定あるいは残業時間削減のための取
組実施

□労働時間の管理者による把握と本人による把握

□その他取組
( )

その他取組みは質問に関してチェック内容にない取組みを行っている場合、☑を付けてください。。

実施している項目に☑を付けてください。

質問を読んで、〈できている・概ねできている・できていない〉のいずれかに○印をご記入ください。



６

参考：イメージ（案）



〇 令和７年10月１日の施行に向けて、主な検討のスケジュールは以下を予定している。

７

スケジュール

６月 健康づくり推進協議会で実施案を提示し、意見を聴取

７月 評議会で実施案を報告

10月 運用開始（ホームページ公開）

11月～

・ 納入告知書、メールマガジン、LINEやラジオを活用した広報
・ 現在のStep1に留まっている事業所に対しDM送付（約2,000事業所）
・ 健康保険委員登録事業所のうち、未宣言事業所に対しDMを送付
（約12,000事業所）
・ 関係団体等に対し説明会を実施


